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打
っ
て
走
っ
て
若
さ
い
っ
ぱ
い

壮
年
ソ
フ
ト
に
1
0
チ
ー
ム

＼ ○
…
七
月
四
日
号
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
町
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
が
主
催
し
た
も
の
で
、
十
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
、
．
と
く
に
福
瀬
と
羽
坂
か
ら
は

ニ
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
大
会
を
も
り
あ
げ
ま
し
た
。

○
…
昨
年
、
本
町
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
が
結
成
さ

れ
、
会
長
の
甲
斐
善
重
郎
さ
ん
を
申
心
に
早
朝
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
大
会
を
主
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
各
地
区
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
が
相

つ
い
で
誕
生
し
、
大
き
な
た
か
ま
り
を
み
せ
て
き
ま

し
た
。
こ
と
し
も
す
で
に
、
第
二
回
目
の
早
朝
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
試
合
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
…
こ
の
日
の
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
三
十

歳
以
上
の
年
代
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
よ
り
多
く
の

人
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
開
か

れ
た
も
の
で
す
。
福
瀬
の
小
林
勝
己
さ
ん
、
仲
深
の

日
高
一
男
さ
ん
た
ち
も
参
加
、
打
っ
て
、
走
っ
て
若

き
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
こ
と
し
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
。
ス
ポ
ー
ツ
は
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
こ

と
を
つ
く
づ
く
感
じ
た
こ
の
日
の
大
会
で
し
た
。
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　レごつ，
つ

町報と

夏
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

過
騎
遥
転
離
し
二
四

　
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
と
、
涼
を

求
め
て
人
々
が
海
、
山
へ
と
、
レ
ジ
ぷ

一
や
帰
省
な
ど
で
遠
出
す
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
夏
休
み
申
で
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
か
ら
解
放

さ
れ
て
い
ま
す
、
．
そ
の
う
え
、
暑
き
か

ら
く
る
心
身
の
ゆ
る
み
、
過
労
、
飲
酒

の
機
会
の
増
加
な
ど
が
事
故
誘
引
と
な

り
、
交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
と
く
に
夏
に
守
っ
て
い

た
だ
き
た
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
マ
ナ

ー
に
つ
い
て
、
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
た

停
車
し
て
休
息
を

　
高
温
多
湿
の
た
め
連
日
不
快
指
数
が

上
が
り
、
精
神
面
、
体
力
面
で
の
消
耗

が
激
し
く
、
無
理
な
運
転
や
居
眠
り
運

転
を
誘
発
し
、
大
き
な
事
故
に
発
展
す

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

ω
　
前
夜
の
睡
眠
不
足
な
ど
か
ら
睡
魔

に
襲
わ
れ
た
と
き
に
は
、
安
全
な
場
所

に
停
車
し
て
休
息
を
と
っ
た
り
、
か
ら

だ
の
届
伸
運
動
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ω
　
長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
に
当
た
っ
て
は

目
的
地
ま
で
の
道
路
交
通
状
況
、
一
定

の
距
離
に
お
け
る
休
息
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
交
代
な
ど
を
考
え
に
い
れ
た
十
分
な

事
前
計
画
を
た
て
ま
し
ょ
う
。

㈲
　
各
家
庭
で
は
運
転
者
を
家
族
み
ん

な
の
笑
顔
で
送
り
出
し
、
笑
顔
で
迎
え

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
追
放

　
「
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
」
「
運

転
す
る
時
は
、
酒
を
飲
ま
な
い
」
「
運
転

す
る
人
に
は
酒
を
飲
ま
せ
な
い
」
の
三

原
則
が
確
実
に
守
ら
れ
れ
ば
、
飲
酒
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
は
な
く
な
る
は
ず

で
す
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
日
夜
発
生
し
て

お
り
、
大
き
な
事
故
に
発
展
し
て
い
る

こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
は
当
然
の
こ
と
で

す
が
、
家
族
や
友
人
な
ど
ま
わ
り
に
い

る
人
た
ち
総
ぐ
る
み
の
協
力
で
飲
酒
運

転
を
追
放
し
ま
し
よ
う
。

ゆ
っ
く
り
走
ろ
う

　
ス
ピ
ー
ド
を
増
せ
ば
交
通
事
故
の
程

度
が
大
き
く
な
る
こ
と
は
当
然
で
す
が

ス
ピ
ー
ド
を
抑
制
す
れ
ば
消
費
さ
れ
る

燃
料
が
少
な
く
て
す
み
、
ド
ラ
イ
バ
ー

自
身
の
疲
労
の
度
合
が
少
な
く
、
車
自

体
の
損
耗
も
少
な
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
の
で
す
か

ら
、
そ
の
場
所
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た

制
限
速
度
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
町
内
の
道
路
で
も
速
度
制
限
の
区

間
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
十

分
に
は
守
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
を
押
え
る
た

め
、
指
導
取
締
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ド
ラ
イ
バ
ー
自

身
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
な
い
よ
う

に
心
が
け
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
運
動
を
広
め
、
み

ん
な
で
実
践
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

夜
間
運
転
は
慎
重
に

　
暑
い
昼
間
よ
り
は
夜
の
方
が
し
の
ぎ

よ
く
な
り
ま
す
し
、
夜
が
長
い
と
い
う

こ
と
か
ら
、
夜
の
ド
ラ
イ
ブ
の
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。

　
道
路
照
明
や
道
路
安
全
施
設
、
標
識
・

標
示
な
ど
は
、
反
射
材
を
使
っ
て
ラ
イ

ト
の
光
で
よ
く
見
え
る
よ
う
に
し
て
あ

り
ま
す
が
、
人
間
の
視
力
は
夜
十
分
に

活
動
す
る
よ
う
に
は
で
き
て
い
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
ピ
ー
ド
の
也
し
過
ぎ
や
飲
酒
・
過

労
運
転
な
ど
無
理
な
運
転
は
、
昼
閻
で

さ
え
危
険
で
あ
り
、
ま
し
て
視
野
が
極

端
に
狭
く
な
っ
て
い
る
夜
間
で
は
、
必

ず
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、
運
転
免
許
証
を
初
め
て

手
に
し
た
と
き
の
気
持
ち
に
か
え
っ
て

安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
の
事
故
防
止

　
子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み
の
解
放
感
か

ら
、
と
も
す
れ
ば
日
ご
ろ
の
交
通
安
全

に
対
す
る
「
し
つ
け
」
を
忘
れ
が
ち
に

な
り
ま
す
。
と
く
に
①
飛
び
出
し
②
自

転
車
に
乗
車
中
③
道
路
上
で
の
遊
び
が

事
故
の
原
因
と
し
て
目
立
ち
ま
す

　
　
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方

ω
　
子
ど
も
の
体
に
合
っ
た
自
転
車
を

　
選
び
、
十
分
な
整
備
を
す
る
。

ω
　
ハ
ン
ド
ル
は
両
手
で
確
実
に
握
っ

　
て
運
転
さ
せ
、
ハ
ン
ド
ル
に
物
を
さ

　
げ
さ
せ
な
い
。

纈
　
道
路
の
左
端
を
安
全
な
速
度
と
方

　
法
で
走
ら
せ
る
。

ω
　
二
人
乗
り
は
結
対
に
さ
せ
な
い
。

㈲
　
交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
車
を
し

　
て
、
左
右
の
安
全
を
確
か
め
る
習
慣

　
を
つ
け
さ
せ
る
。

町田とうごう（3）

9月から実施
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遮
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改
正
さ
れ
た
国
民
年
金

老
後
の
所
得
保
証
め
ざ
す

羨

．
点
、

了

　
国
民
年
金
制
度
の
改
正
法
案
が
こ
の

ほ
ど
国
会
で
成
立
し
、
老
後
の
所
得
保

障
の
柱
と
な
る
年
金
め
ぎ
し
て
内
容
の

充
実
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
は
、
石
油
危
機
以
来
の

著
し
い
物
価
・
賃
金
の
上
昇
と
、
か
つ

て
の
高
度
成
長
か
ら
い
わ
ゆ
る
安
定
成

長
へ
移
ろ
う
と
し
て
い
る
諸
事
情
の
変

化
に
応
じ
て
、
年
金
給
付
と
保
険
料
負

担
の
両
面
に
わ
た
っ
て
見
即
し
を
行
う

こ
と
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
改
正
さ
れ
た
年
金
制
度
は
、
こ
と
し

九
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
主
な
改
正
点
に
つ
い
て

説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

拠
出
年
金

　
　
◆
年
金
額
の
引
上
げ

　
国
民
年
金
の
拠
出
制
老
齢
年
金
は
、

老
齢
年
金
の
定
額
刮
算
基
礎
と
い
わ
れ

る
算
式
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
二
十
五
年
間
、
保
険
料
を

キ
チ
ン
と
納
め
た
人
の
老
齢
年
金
の
額

は
《
八
○
○
円
x
三
〇
〇
月
》
で
二
十

四
万
円
が
年
額
と
な
り
、
月
に
二
万
円

と
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
が
、
年
金
額
の
算
定
基
礎
額
の

現
行
八
百
円
が
千
三
百
円
に
引
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
前
例
の
算
式
は

《
一
三
（
N
．
境
円
×
三
〇
〇
月
》
と
な
り

年
額
三
十
九
万
円
、
月
額
に
す
る
と
三

万
二
干
五
百
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
加
入
期
間
が
二
十
五
年
未
満

で
支
給
さ
れ
る
場
△
只
十
年
年
金
な
ど
）

は
、
老
齢
年
金
の
額
が
少
な
く
な
る
の

で
特
別
に
よ
り
年
金
額
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
加
算
さ
れ
る
年
金
の
算
定
基
礎
額

も
三
百
円
か
ら
五
百
円
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
十
年
年
金
は
月
額
二
万

五
百
円
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
五
年
年
金
は
月
額
一
万
五
千

円
に
な
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
な
ど
も
引
上
げ
　
障
害
年

金
は
最
低
保
障
額
が
月
額
三
万
三
千
円

に
な
り
ま
す
。
二
級
障
害
年
金
が
月
額

三
万
三
千
円
、
一
級
障
害
年
金
は
四
万

千
二
百
五
十
区
画
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、

遺
児
年
金
は
月
額
三
万
三
千
円
に
な
り

ま
す
。
母
子
年
金
は
子
が
二
人
以
上
あ

る
と
き
は
、
第
二
子
が
月
額
二
千
円
、

第
三
子
か
ら
は
「
人
に
つ
き
月
額
四
百

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
準
母
子
年
金
、

遺
児
年
金
も
同
じ
よ
う
に
加
算
が
あ
り

ま
す
。

　
　
◆
痘
巨
益
定
日
の
変
更

　
療
否
認
定
日
と
は
障
害
年
金
の
受
給

権
を
判
断
す
る
基
準
と
な
る
日
で
す
。

今
ま
で
は
初
診
日
か
ら
三
年
目
を
療
疾

認
定
日
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

改
正
で
初
診
日
か
ら
一
年
六
カ
月
を
経

過
し
た
日
が
霰
三
二
定
日
と
な
り
ま
し

た
。　

　
◆
保
険
料
の
改
定

　
保
険
料
が
昭
和
五
十
二
年
四
月
か
ら

月
額
二
千
二
百
円
に
、
昭
和
五
十
三
年

四
月
か
ら
月
額
二
千
五
百
円
に
改
定
さ

れ
ま
す
。
な
お
昭
和
五
十
三
年
四
月
か

ら
は
、
前
年
度
に
年
金
額
の
ス
ラ
イ
ド

が
行
な
わ
れ
た
と
き
は
、
保
険
料
二
千

五
百
円
に
も
同
率
の
ス
ラ
イ
ド
が
行
わ

れ
ま
す
。

福
祉
年
金

　
　
◆
年
金
額
の
引
上
げ

　
老
齢
福
祉
年
金
は
月
額
一
万
三
干
五

百
円
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
障
害
福
祉
年
金
の
一
級
が

二
万
三
百
円
に
、
二
級
が
一
万
三
千
五

活
用
し
ま
し
ょ
う

加
工
食
品
の
品
質
表
示
基
準

　
し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
加
工
食
品
を
買
う

際
、
品
物
を
み
た
だ
け
で
は
原
料
に
何

が
使
っ
て
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
製
法
で

作
ら
れ
て
い
る
の
か
普
通
の
人
に
は
わ

か
り
に
く
い
も
の
で
す
。

　
曲
辰
牛
巻
資
規
格
表
示
法
（
ジ
♪
、
ス
法
）

鋸
慕
鴬
◎

ど
の
加
工
食
品
や
油
脂
に
は
、
品
名
、

原
材
料
、
製
造
年
月
日
な
ど
の
品
質
表

示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ジ
♪
．
ス
マ
ー
ク
を
つ
け
品

質
を
表
示
す
る
制
度
は
、
業
者
の
自
主

性
を
基
調
と
し
た
制
度
で
あ
り
、
義
務

づ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
わ

た
し
た
ち
消
費
者
に
は
非
常
に
不
便
な

わ
け
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ジ
詣
、
ス
法
の
品
質
表
示
基

準
に
基
づ
き
、
指
定
さ
れ
た
加
工
食
品

や
油
脂
に
つ
い
て
は
、
ジ
カ
，
ス
マ
ー
ク

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
品
質
表
示
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
品
質
表
示
を
指
定
さ
れ
て

百
円
に
引
上
げ
ら
れ
、
母
子
年
金
、
準

母
子
年
金
と
も
に
一
万
七
干
六
百
円
に

そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
の

加
算
額
も
一
ヵ
月
二
干
円
に
引
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
　
◆
子
の
年
齢
制
限
の
引
上
げ

　
母
子
福
祉
年
金
は
、
義
務
教
育
終
了

前
の
子
を
養
育
し
て
い
る
母
に
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
子
の
年
齢
制
限
が
三

年
計
画
で
十
八
歳
未
満
ま
で
引
上
げ
ら

れ
ま
す
。
準
母
子
福
祉
年
金
の
弟
妹
、

孫
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
住

民
課
福
祉
係
で
受
付
け
て
い
ま
す
．
．
お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

い
る
の
は
二
十
四
品
目
で
す
。

　
し
ょ
う
ゆ
を
例
に
と
る
と
つ
ぎ
の
よ

う
な
表
示
が
し
て
あ
り
ま
す
。

　
買
物
を
す
る
と
き
は
、
品
質
表
示
を

お
お
い
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
資
料
日
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

　しょうゆの品質表示の一

本　醸　造

ど

品名こいくちしょうゆ．本醸造

原料名大豆，小麦．食塩
！　　　　　　合成保存料添加

陣容量8β醜
i製造年月B　51．2．　l

l裂　造　者　OO醤油株式会社

　　　　東京都千代田三障が関

ト劉
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（4）虚報とうこう

お知ちせ

欝

家
庭
看
護
の
講
習
会

　
万
一
家
庭
に
病
人
の
で
き
た
場
合
、

適
切
な
救
急
・
看
護
は
早
期
治
ゆ
の
う

え
か
ら
も
と
て
も
大
切
で
す
。

　
町
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支

部
の
協
力
で
、
つ
ぎ
の
と
お
り
家
庭
看

護
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
受
講
料
は
無

料
で
す
。

　
受
講
の
受
付
は
当
日
会
場
で
行
い
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
か
っ
ぽ
う
着
と
筆

記
用
具
を
持
っ
て
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
　
8
月
2
7
日
、
午
前
1
0
時
か
ら

　
　
　
1
2
時
ま
で

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

▽
講
習
内
容
　
病
人
が
出
た
場
合
の
心

　
　
　
得
や
手
当
、
医
師
を
迎
え
る
ま

　
　
　
で
の
処
置
（
実
習
）

農
業
者
年
金
に
加
入
を

　
農
業
者
年
金
は
農
業
に
従
事
す
る
人

だ
け
に
加
入
資
格
の
あ
る
年
金
で
す
。

　
六
十
歳
に
な
っ
た
ら
年
金
が
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
る
し
、
国
か
ら
の
補
助

も
他
の
年
金
に
比
較
し
て
多
額
で
す
。

　
来
年
か
ら
は
年
金
の
額
も
増
額
さ
れ

る
し
、
経
営
移
譲
の
時
点
で
後
継
者
に

使
用
収
益
権
（
貸
付
け
を
行
う
）
を
設

定
す
る
だ
け
で
年
金
が
受
給
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
年
内
に
本
町
で
も
農
業
者
年
金
の
受

給
者
第
一
号
が
誕
生
す
る
見
込
み
で
、

現
在
そ
の
手
続
き
を
す
す
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
加
入
資
格
の
あ
る
人
に
は
す
で
に
通

知
し
て
い
ま
す
が
、
老
後
の
生
活
安
定

の
た
め
に
証
す
ぐ
加
入
し
、
将
来
に
そ

な
え
て
く
だ
さ
い
．
、

　
生
年
月
日
に
よ
り
、
毎
日
加
入
資
格

が
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、
農

業
委
員
会
と
日
向
農
協
東
郷
支
店
で
扱

っ
て
い
ま
す
，

道
路
交
通
の
制
限

　
国
道
三
二
七
号
線
の
道
路
工
事
の
た

め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
道
路
交
通
の
制
限

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
時
間
内
は
通
行

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
八
西
郷
村
田
代
一
石
峠
V

▽
期
間
　
6
月
2
4
日
～
9
月
3
0
日

▽
時
間
　
8
時
5
0
分
～
1
0
時
1
0
分
、
1
2

　
　
　
時
2
5
分
～
1
3
時
3
5
分
、
1
5
時
0
5

　
　
　
分
～
1
6
時
2
5
分

　
八
西
郷
村
田
代
膵
花
水
流
〉

▽
期
間
　
6
月
2
4
日
～
9
月
5
0
日

▽
時
間
　
8
時
5
0
分
～
1
0
時
0
0
分
、
1
2

　
　
　
時
2
5
分
～
1
5
時
2
5
分
、
1
5
時
0
5

　
　
　
分
～
1
6
時
1
5
分

　
八
椎
葉
村
松
尾
隠
佐
土
ノ
谷
〉

▽
期
間
　
6
月
2
5
日
～
1
0
月
5
0
日

今
月
の
納
税

町
県
民
親
　
　
　
二
期

　
　
納
期
　
　
八
月
三
十
一
日

▽
時
間
　
7
時
3
0
分
～
9
時
1
5
分
、
9

　
　
　
時
3
0
分
～
1
0
時
4
5
分
、
斜
時
0
0

　
　
　
分
～
1
1
時
5
5
分
、
1
2
時
3
0
分
～

　
　
　
1
3
時
3
5
分
、
1
3
時
4
5
分
～
1
4
時

　
　
　
4
5
分
、
1
5
時
0
0
分
～
1
5
時
5
0
分

　
　
　
1
6
時
0
0
分
～
1
6
時
3
5
分
、
1
6
時

　
　
　
4
0
分
置
1
7
時
5
0
分

　
八
椎
葉
村
下
福
良
1
1
持
田
4

▽
期
間
　
6
月
2
5
日
～
1
0
月
5
0
日

▽
時
間
　
8
時
3
0
分
～
1
0
時
0
0
分
、
1
0

　
　
　
時
3
0
分
～
1
2
時
0
0
分
、
1
3
時
3
0

　
　
　
分
～
1
5
時
0
0
分
、
1
5
時
3
0
分
～

　
　
　
1
7
時
0
0
分

子
牛
の
死
亡
見
舞
金

　
　
農
業
共
済
組
合
か
ら
支
給

　
日
向
地
区
農
業
共
済
組
合
で
は
四
月

一
日
か
ら
、
子
牛
が
死
亡
し
た
と
き
に

見
舞
金
を
支
給
す
る
こ
と
し
ま
し
た
。

　
共
済
組
合
の
家
畜
共
済
に
加
入
し
て

い
る
農
家
で
、
分
娩
時
ま
た
は
生
後
六

ヵ
月
の
子
牛
が
死
亡
し
た
場
合
、
三
千

円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
一
腹
二
頭
以
上
の
分
娩
で
死
亡
し

た
と
き
は
、
死
亡
し
た
子
牛
一
頭
増
す

ご
と
に
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
日
向
農
協
か
ら
も
同
じ

額
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
支
給
の
対
象
と
な
る
子
牛
に

つ
い
て
は
、
獣
医
師
の
確
認
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
．

　
手
つ
づ
き
は
役
場
内
の
共
済
組
合
支

所
の
係
に
申
し
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

善
意
の
と
も
し
び
・

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

▽
坪
谷
の
二
村
友
市
さ
ん
か
ら
（
ソ
ヨ

　
さ
ん
・
9
8
歳
ご
死
去
）

▽
寺
迫
の
海
野
鉄
郎
さ
ん
か
ら
（
善
太

　
郎
さ
ん
・
7
4
歳
ご
死
去
）
　
　
　
　
・

▽
八
重
原
の
橋
本
ア
ゲ
ノ
さ
ん
か
ら

　
（
時
雄
さ
ん
・
5
0
歳
ご
死
去
）

▽
黒
瀬
の
塩
月
義
夫
さ
ん
か
ら
（
治
助

　
さ
ん
・
8
6
歳
ご
死
去
）

▽
鶴
野
内
の
井
脇
健
さ
ん
か
ら
（
房
吉

　
さ
ん
・
8
3
歳
ご
死
去
）

▽
小
野
田
の
田
中
勝
義
さ
ん
か
ら
（
勝

　
行
さ
ん
・
9
ヵ
月
ご
死
去
）

　
　
　
X
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
　
今
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
　
八
月
十
七
日
（
火
曜
日
）

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

，
●
口
0
＝
＝
＝
＝
＝
●
■
0
ニ
ニ
一
一
＝
：
■
●
●
一
＝
一
：
＝
＝
●
●
，
3
一
‘
＝
二
冒
0

騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

悶
　
　
　
・
　
　
　
　
帯
…

…
　
　
　
人
　
人
　
人
　
世
闘

≡一1一・・人ロ・1，．

151年7月、下受

1　　（》。対前肚

1男　3，286．
塁　　　　（一1）
1女　3，442．
i　　　　　（＋8）
i総数6，728．

≡　　　　　（＋7）
2　世帯数　1．7611

畢　　　　（±o）
＝●51■1川1こ口l■●●■111・1■1■8■●●1川．巳川8■

同
寸
欝
灘

　
　
　
　
6
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

旨
赤
ぢ
り
ん
0
名

交
⑳
各
．

佐那黒那那椎

藤須木須須田

栄紀理　恵洋

二佳代忍美志
健郁安末千幹

．一 Y司吉秋男

結
婚
お
め
で
と
う

木直佐山
氏

ll」野　藤本

　
名

　
　
　
正

和
　
　
子

　
　
　
一

千
代
子

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

’

稲塩橋海三二』

田月本野原村i

キ等時善房ソ
鋤轟吉。；名

住
所

福
　
瀬

坪
　
谷

小
野
田

鶴
野
内

小
野
田

迫
野
内総鶴1所

五坪　迫日1住

一
年
齢
一
．
住
所

598650　748398

坪福八寺鶴坪
　　重　野
谷瀬原迫内谷
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